
平成 14年 6月 27日

蜀 贄 染

切嫡気¢、/失 様
サイクル機構

副理事長  竹内榮次

拝啓,貴社益々ご清栄のことと存知ます。

私どもの業務につきましては,平素より大変お世話になっております。
さて、プル トニウムの使用実績につきまして、 4月 末月の敦賀国際

フォーラムでの報告内容を小冊子といたしましたので,ご送付申し上げます。
わが国はプル トニウム利用、とりわけ、プルサーマル利用につきましては

世界に先駆けており、しかも実績のあることが正しく理解されていないことを

非常に残念に思い、冊子を作成いたしました。

ご送付いたしますのでお受け取り下さい。本小冊子が少しでもお役に立てば

幸いでございます。

今後ともよろしくお願いいたします。

敬具
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